
日本赤十字九州国際看護大学に入学された皆さんへ 

 

 
この春、めでたく日本赤十字九州看護大学に入学された学部生及び大学院生

の皆さん、まことにおめでとうございます。看護の道を志し、希望に燃えてその

一歩を踏み出した皆さんを、私たち教職員一同は、すべての在校生と共に、心か

ら歓迎いたします。 

 

新型コロナウィルス感染症の発生により、まことに残念ながら、今年度の入学

式は中止のやむなきに至りました。日本赤十字社においても、政府の要請を受け

て、早い時期から、赤十字病院の医療スタッフを中心に様々な活動に懸命に取り

組んでおりますが、一日も早い事態の終息を祈りたいと思います。 

 

ごご承知のように、当学園の設立母体は日本赤十字社ですが、その日本赤十字

社は、本年で創設１４３年を迎えます。現在では、全国９１に及ぶ日赤病院の運

営や血液事業、各種の社会福祉事業などを幅広く展開しておりますが、その創設

間もなくから、救護員の養成事業が始められました。それは、紛争や災害で傷つ

いた人々に支援の手を差し伸べるという、赤十字の担う責務、使命を果たすこと

を目的としたものであったわけですが、同時に、日赤における看護教育のスター

トでもありました。 

本年は、それからちょうど１３０年という節目の年に当たります。この間、長

きにわたって、国内外で活躍する多くの優れた看護職を社会に送り出してまい

りましたが、看護職の養成が日赤にとってきわめて重要な柱であることは、今日

においても、いささかも変わりません。 

皆さん方は、赤十字の理念を建学の精神とし、多くの先輩方によって育まれて

きた歴史と伝統を持つ本学で学ばれるわけであります。是非、そのことの意味を、

折に触れて考えて欲しいということを、まずお願いしておきたいと思います。 

 

本学は、赤十字の６つの大学の中で唯一、大学名に「国際」を冠している大学

であります。このため、毎年、主にアジア諸国を訪問する海外研修の機会を設け、

また学生の自主的な企画・運営による「国際シンポジウム」の開催により赤十字

やＯＤＡ（政府開発援助）関係者、その他さまざまな分野の方との交流を行うな

ど、国際社会で活躍するための見識を高める環境の整備に特に努めています。 

平成２８年４月からは、赤十字の他の４看護大学と共に、新たに大学院博士課

程を開設いたしました。看護を学問として探究する環境整備がさらに整い、皆さ

んの進路の幅もまた一つ増えたことになると考えております。 



わが国は、少子高齢化の加速をはじめとする社会構造の激しい変動のただ中

にあり、看護を取り巻く状況もまた、大きく変化しております。 

日進月歩といわれる速さで進歩・高度化する医学・科学を背景に、看護の現場

においては、高い専門性と豊かな教養が、これまで以上に必要になってまいりま

した。また、その活動や仕事の範囲も、病院や施設だけでなく、地域の人々の健

康と生活を支えるものに広がろうとしており、こうしたことからも、プロフェッ

ショナルとしての役割と力量が一段と求められています。 

本日入学された皆さんには、これから、看護に携わる者としての心構え、そし

て必要な知識や技術をしっかりと修得していただくことになりますが、それは

決して容易なことではありません。時に壁にぶつかり、あるいは挫けそうになる

こともあろうかと思います。しかし、看護の道を志した初心に立ち還ることで、

必ず乗り越えられるものと信じております。皆さんがあらゆる可能性に果敢に

挑戦し、それぞれの人生を逞しく切り開いていく姿を楽しみにしています。 

 

同時に、このキャンパスは、生涯を通じる仲間たちとの出会いの場でもありま

す。本学園には全国に６つの看護大学とひとつの短期大学がありますが、志を同

じくする学生同士の交流も年々盛んになってきております。ぜひ、ネットワーク

を大いに広げ、貴重なキャンパス・ライフを存分に楽しみ、豊かで実りある大学

生活を送られるよう、併せてお願いしておきたいと思います。 

 

私たち教職員も、今日この日に第一歩を踏み出された皆さんが、新しい時代を

担う看護のエキスパートとして羽ばたかれる日まで、全力をあげてお手伝いす

ることをお誓いし、私の歓迎の言葉といたします。  
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